


横浜市長浜ホール内
旧細菌検査室

横浜でアフリカを感じよう！
よこはま動物園ズーラシア内
サバンナテラス

旧細菌検査室は、日本に唯一現存する野口英世博
士が勤務したゆかりの施設。長浜ホールは横浜検
疫所長浜措置場のシンボルであった旧事務棟の
外観を復元した建物で、野口英世博士ゆかりの資
料を展示している。どちらも市の歴史的建造物に
認定されている。

日本では横浜でしか見られないアフリカに生息す
るオカピがいることでも有名な動物園「ズーラシ
ア」。サバンナテラスでは草原エリアを一望しな
がら、世界 10 大美食に選ばれたアフリカ料理「ム
アンバライス」や東アフリカの代表的料理「ムシ
カキ ( 牛串 )」など、アフリカ料理が楽しめる。

横浜市金沢区長浜 114-4　長浜野口記念公園内
���-���-����
横浜市長浜ホール 9:00 ～ 22:00（受付時間 9:00 ～ 20:00）
旧細菌検査室 9:00 ～ 17:00
第 3 月曜日（祝日の場合は翌日）、
年末年始（12 月 29 日～ 1 月 3 日）

休

横浜市旭区上白根町 1175-1
���-���-����
�:�� ～ ��:��（入園は 16:00 まで）

火曜日※臨時開園有（祝日の場合は開園、翌日休園） 
年末年始（12 月 29 日～ 1 月 1 日）

休

このリーフレット持参で
素敵なノベルティグッズを

プレゼント！
（※なくなり次第終了）

ムアンバライス

横浜市国際局グローバルネットワーク推進課
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世界で活躍できる次世代の育成
TICADの開催を契機に、子どもたちの国際理解をより一層深めることを目的として、横浜の市立小中学校を中心に
アフリカとの交流を実施しています。駐日アフリカ各国大使館や国際機関等との連携により、国際的な学びを得ら
れる機会となっています。

TICAD Ⅳを契機に、市立小中学校を中心としてアフリ
カとの交流が始まりました。その後も JICA、駐日アフ
リカ各国大使館、国際機関等と連携することで、講座
や交流等を実施しています。また、学校給食でアフリ
カ料理を提供する等、給食の機会を活用して、異文化
理解、多様性の尊重といった学びにつなげています。

アフリカとの交流を
通じて、世界をより
身近に感じ、世界と
つながるなど、グロー
バル教育の推進に貢
献しています。

TICAD9を見据え、国のプログラムを活
用し、横浜の市立高校生とアフリカ諸
国の若者が相互訪問する等の機会を創
出しました。本市とアフリカの若者が
リアルに交流することで、相互理解が
促進されました。今後も、意欲ある若
者の行動を後押しできるような支援を
進めていきます。

中学校給食にセネガルの料理が登場
（給食 TIMES Vol.43 より）

TICAD IV をきっかけに、2014 年から市立茅ケ崎小学校（都筑区）と
ボツワナ共和国ベン・テマ小学校は、自分たちの生活の様子を描いた
絵を送り合う交流をしています。2023 年度には、10 周年を記念して
オンライン交流などを実施し、相互の文化交流を深めました。両国大

使館や企業、つづきMYプラザ等の
協 力 で 続 け ら れ た こ の 取 組 は
2024 年度外務大臣表彰を受賞し
ました。

横浜市の国際関連事業への参加経験のある高
校生や大学生から公募した学生ボランティア
が、TICAD9会期中、国内外から横浜を訪れ
た会議関係者をおもてなしの心で歓迎しまし
た。会議場の設営補助やJapan Fair 横浜ブー
スの運営補助で活躍しました。

絵が繋ぐ友好関係：横浜とボツワナの
交流事業「都筑・ボツワナ交流児童画展」

学生ボランティア

ブース来場者に横浜
市の取組を紹介する
学生ボランティア
（2025年８月）

駐日ケニア共和国大使館ンジュグナ
一等参事官による特別授業（2025年7月）

◎2月28日（金）

鶏肉やたまねぎをマスタードに漬けて
煮込んだセネガル発祥の家庭料理。

ヤッサプレ

チェブジェンは、魚と野
菜を米と一緒に炊いた
セネガルの家庭料理。現
地の民族の言葉で「チェ
ブ」が米、「ジェン」は魚
を意味する。

チェブジェンの具

駐日セネガル共和国
デュフ特命全権大使と世
界食糧計画（WFP）日本
事務所津村代表による特
別授業（2025年2月）

横浜商業高校とタンザニアの高校生による
野球を通じた交流（2025年10月）

TICAD9会期中に児童画展を視察される
ハオラテ ボツワナ共和国副大統領
（2025年8月）

横浜商業高校のケニアへの訪問の様子
（2025年２月）

市立学校等とアフリカとの交流

アフリカとの相互訪問



国際協力の一層の推進

水道

日本で初めて「近代水道」が創設された横浜市では、
1977 年にケニア共和国へ職員を派遣して以来、アフリ
カへの水道分野の協力を続けています。2025年３月末
までにアフリカ 47 か国から 延べ 764 人の研修員を受
け入れ、横浜市からも延べ 97 人の職員をアフリカ 14 
か国に派遣しています。特にマラウイ共和国には継続
的に職員を派遣し、JICA 技術協力プロジェクト  にも
協力してきました。

廃棄物管理

横浜市では、2001年度以降の10年で約43％のごみを減
量した経験をもとに、環境省・JICA・アフリカ各国等
と共同で設立した「アフリカのきれいな街プラット
フォーム（ACCP）」を通じて、アフリカ各国・都市の
関係者を対象に、廃棄物管理に関する研修を実施して
います。これまでに、アフリカ 41 か国から研修員を受
け入れています。

港湾

横浜市では、毎年アフリカ各国から研修員等を受け入
れています。講義では、横浜港の港湾整備開発状況・
港湾計画・物流施策・カーボンニュートラルポート形
成の取組等について紹介し、視察ではコンテナターミ
ナルやクルーズターミナルを案内しています。2024 年
度は、アフリカ12か国から41名の視察・研修員を受け
入れました。

横浜でのアフリカ各国の技術者
研修(2024年11月)

マラウイ共和国での漏水箇所の
修理（2024年７月）

収集事務所の視察
（2025年８月）

｢収集計画」に関するワークショップ
（2025年９月）

水道局が職員派遣・研修員受入を
行ってきた国（アフリカ地域）

ベイサイドマリーナでの研修受入
（2024年７月）

JICA研修員に対する講義
（2025年１月）

1859 年の開港以来めざましい発展を遂げた横浜だからこそ、今急速に発展を続けるアフリカの都市と共有できる技
術やノウハウがあります。横浜市は、独立行政法人国際協力機構（JICA）や政府、国際機関、市内企業と連携し、水道、
廃棄物管理、港湾、野生動物保護、保健衛生、まちづくり等様々な分野でアフリカの発展に寄与しています。これまで、
アフリカ各国から 1,500 人以上が視察や研修に訪れました。

水道局は、マラウイ共和国での JICA 技術協力プ
ロジェクト「リロングウェ市無収水対策能力強化
プロジェクト」に職員の派遣や来日研修の受入で
協力し、現地の水道の無収水（漏水などの収入に
ならない水）対策にかかる計画の策定や実施能力
の向上に貢献しました。

JICA技術協力プロジェクト

職員派遣国・14か国
研修員受入国・47か国

※

※



ビジネスセミナーの開催
アフリカでのビジネスに関心のある市内企業を対象
にビジネスセミナーを開催し、アフリカでの最新の
ビジネス環境や企業のアフリカ進出事例などを紹介
し て い ま す。2023年11月から2025年８月 ま で に 計
11 回開催し、延べ1,000人以上が参加しています。

アフリカ企業と横浜企業による
ネットワーキング

ビジネス機会の創出・拡大

「Business with Africa」（2024年10月）

アフリカでの市内企業の活動支援
横浜市が持つ都市間連携を含むアフリカとの交流関係
を生かし、市内企業のアフリカでの活動を支援してい
ます。2024年度は、経済産業省主催「日アフリカ官民
経済フォーラム」の機会を捉え、市内企業と共にコー
トジボワール共和国を訪問しました。横浜市は本
フォーラムのサイドイベントに登壇し、市内企業を紹
介したほか、現地でのビジネス活動を支援しました。

女性の活躍・起業支援

テクニカルツアー
（2024年10月）

テクニカルツアー参加者（2024年10月）

「男女共同参画センター横浜」視察
（2025年8月）

横浜市主催の「アジア・ス
マ ー ト シ テ ィ 会 議 2024」
の機会を捉え、アフリカ企
業関係者約30名を招待し、
市内企業出展者とのネット
ワーキングの機会を創るこ
とを目的とした「テクニカ
ルツアー」を実施しました。

「環境配慮型ビジネスの新潮流」（2025年７月）

サイドイベントでの横浜市
の登壇（2024年12月）

現地での協議の様子（2024年12月）

市内でのセミナー参加者と横浜市関係者一同（2025年8月）

女性の活躍・起業支援は、TICAD Vに日本政府が表明
した具体的支援策の一つ「アフリカ女性のリーダー
シップ、管理、起業における能力強化」の実現のた
めに立ち上げられたプログラムです。JICA との連携
により、アフリカからの女性起業家等を研修員とし
て 2025年度までに
30か国から計169名
を受け入れ、本市に
お け る 女 性 の 活 躍・
起業支援の施策の紹
介等を行っています。



名　    称　   2027年国際園芸博覧会
開 催 者 　 公益社団法人 2027年国際園芸博覧会協会
開催場所　   旧上瀬谷通信施設（横浜市瀬谷区・旭区）
開催期間　   2027年3月19日（金）～2027年9月16日（日）
参加者数　 1,500万人（有料来場者数：1,000万人以上）

公式マスコットキャラクター
トゥンクトゥンク

開 催 概 要

2027年に、「GREEN×EXPO ����」が横浜で開催されます。圧倒的な花と緑に囲まれ、「環境
と共生する未来のグリーン社会」のあり方を皆様と共に考えるEXPOです。1990年に開催さ
れた「大阪花の万博」以来、37 年ぶりに日本で開催されるA1クラスの国際園芸博覧会で、
アフリカをはじめとする、世界各国からの参加が予定されています。横浜市では、横浜市出展
やボランティア、市民参加プログラム、子ども達を対象とした教育プログラム、催事など、
皆様にご参加いただける場をご用意します。　

GREEN×EXPO 2027に向けた横浜市の取組

横浜で地球にやさしい暮らしを実践する皆様の
取組を発信し、サステナブルな社会の実現に向
けたムーブメントを加速させます。また、取組
の 輪 を 広 げ るパートナープログラム「STYLE 
PARTNERS」を通じて、EXPO会 場 内 外、ま ち
全体でEXPO体験をつくっていきます。

【横浜市出展】

【STYLE100】 

（公社）2027年国際園芸博覧会協会

建物空間を活用した

発信拠点

フィールドを活用した

活動拠点

「建物空間を活用した発信拠点」と
「フィールドを活用した活動拠点」

において、横浜が誇る市民力や、
企業の技術力を結集し、地球に優
しい暮らしや身近な環境との関わ
りを、EXPOの場で 体験いただく
とともに、環境と共生する社会の
実現に向けた具体的なアクション
を皆様とつくり出していきます。

Urban  GX Village

Farm & Food Village

SATOYAMA Village

Kids Village

Craft Village

公式ウェブサイト

©Expo 2027

STYLE���
ウェブサイト
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